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Brennan, Clark, & Shaver（1998）によって開発され，中
尾・加藤（2004）によって邦訳された一般他者版 ECR



















































































た。本研究における第 1因子は α＝.86，第 2因子は α
＝.69であった。また，因子間相関は .058であった。日


















































































































































































































スが見られ（β＝.54, SE＝0.02, t（139）＝7.59, p＝.01），
自尊感情から対人苦手意識へは有意傾向の負のパスがみ
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